
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和 ８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○主体的に表現できる児童の育成～学
習意欲を向上させ，考えをよりよく形成
する授業のあり方～の探究（校内研究
の充実）

〇「自分の考えを持って進んで表現でき
る」と回答した児童が６５％以上
〇「主体的に表現できる児童の育成の
ために、各自で設定した取組を意識した
授業づくりを心掛けている」と回答した教
員が９０％以上

・ペアやグループで、自分の考えを伝えるこ
とができる児童の育成に向けて、各自で具
体的な取組を設定し、授業研究会や研修会
を設定し目指す児童像を目指す。
・個別最適な学びのため，クロームブックの
効果的な活用について年５回以上の研修を
設定する。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「心の教育を行い，思いやりの心を育
てている」と回答した教員100％
○「友達や自分のいいところ「よさ」をみ
とめ，はげまし，仲良く活動している。」と
回答した児童85％以上

・命や人権について考える学習の充実（平
和集会や人権旬間の内容の充実）。
・道徳の授業の充実やふれあい道徳を通し
ての保護者への啓発を図る。
・QUアンケートの結果をもとに研修を行い、
学級経営に生かす。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇「なかよしアンケート」で「学校が楽し
い」と回答した児童９０％以上
○いじめ防止等について組織的対応が
できていると回答した教員９０％以上

・いじめの定義について全職員で確認し，全校共
通の意識でいじめの早期発見、課題解決に向け
て取り組む。
・なかよしアンケートを定期的に行い，いじめの早
期発見を行うとともに，日常観察によりいじめと
疑われる事案を発見した場合は，すぐに学年間
で共有し，丁寧に聞き取り，対応する。（学年主
任→生徒指導主任→教頭・教務→学校長　と
チームによるライン対応を行う。）

・ ・ ・

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上

・どの児童に対しても傾聴とともに進ん
で話しかけ，児童をよく観察し，その児
童に応じて褒めていくようにする。
・地域や他機関と連携を進め，主体的に
未来を思い描けるような学習活動を設
定していく。

・ ・ ・

○主体的に教育活動に取り組む児童の
育成

○「児童が主体的に取り組めるように，
学級活動や学校行事の内容を工夫して
いる」と回答した教員100％
〇「自分で決めてチャレンジしている」と
回答した児童が７０％以上

・これまでの実践や今年度行う取組を提案する。
その際，取り組みやすいように学年に応じた話し
合いの型，議題なども紹介するようにし，情報共
有の機会を設ける。
・行事，教育活動をで児童の出番を増やし，児童
が主体的に取り組めるような提案を行う。

・ ・ ・

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上，もしくは晴天
時に外遊びをしているの児童が６５％以
上
〇「運動やスポーツが楽しい」と回答した
児童が80％以上

・児童と運動のかかわりを深める体育科
学習の充実と外遊びの奨励。
・スポーツチャレンジの実施と学級での
取組の充実。
・委員会活動による昼休みの運動の推
奨。

・ ・ ・

○危機回避能力の育成 ○「災害に備えた防災教育や命を守る
ための安全教育を行うことができた」と
回答した教員100％

・安全・防災教育年間計画を作成し，適切な時期
に効果的な安全・防災教育を行う。
・計画した安全・防災について，パワーポイントを
使い全学級で指導を行う。そのことで，全ての教
室で共通実践がなされ，さらに指導が毎年蓄積
されるようにし，全職員，全児童の安全，防災に
対する意識の向上を図る。

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・全職員の平均が45時間以内になるよう，毎
日18時30分までの退勤を目指し声をかけ，
必要な職員には月末に声をかける。
・グーグルフォームによるアンケート調査や
セイネット掲示板、生成AIの活用を推進す
る。
・行事等について，半期ごとに見直し，教育
的価値，教育効果を考え精選していく。

・ ・ ・

○働き方を考え改善していく意識づくり ○「優先順位を考えた働き方ができた」
と回答した職員が８０％

・時間外業務を減らすため，各担当に早
め早めの提案を心掛けさせ，個々で計
画的な業務遂行にあたらせる。

・ ・ ・

●特別支援教育の充実

○全職員での情報共有と校内支援体制
の確立

○特別支援に関する専門性が向上した
と答えた教員90％以上

・学期に２回以上，特別支援教育に関わる
研修会や外部機関との支援会議，巡回指導
を実施し，理解したことを実践化につなげ
る。
・月に1回，特別支援チームの研修の場を設
定し，チームで対応・対策を考える。
・校内支援委員会を中心に，職員連絡会や
ケース会議でも定期的に全職員による情報
共有の機会を設ける。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○

○地域人材の活用と体験や交流，発信
活動の充実

○「武雄市や朝日町のよさを知ってい
る」と回答する児童90％以上

・あさひ公民館，あさひこども園や長寿
会,地域の方との連携交流など，子ども
たちが地域と関わることができる学習課
題を設定する。（各学年１回以上）

・ ・ ・

○ ○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・B評価としていた項目は、どのような取組が十分でなかったかを明らかにし、改善法を考えて今年度に具体的な取組を考えていきたい。
・どの学級も雰囲気はよく、学ぶ姿勢ができているので、どのような取組がそうつながっているかを考え、今年度の継続項目としたい。
・特別支援学級の数や通常学級における配慮が必要な児童の数が今後ますます増えてくる。これまで以上に、インクルーシブ教育の充実を考えていきたい。

２　学校教育目標 自己有用感をもって主体的に学ぶ朝日っ子の育成　　～３つの笑顔で～

３　本年度の重点目標

①「笑顔」であいさつや返事

②勉強が分かった、できたときの「笑顔」

③友達と一緒に楽しく過ごすときの笑顔」

学校名 武雄市立朝日小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価


